
 

 

【公費：他一部負担額を後から登録した場合】 

Q:会計処理を行った後に、他一部負担額があることが分かった。既に自院にて上限額まで計算を

行っている。 

A：会計を訂正する必要があります。下記の手順に従い、再計算を行って下さい。 

 

１． １２ 患者登録  -  所得者情報  にて該当月へ他一部負担額の登録を行って下さい。 

登録方法は２種類ありますが、該当月においてはどちらかのみの選択となります。 

 

 

￥ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

① 他一部負担累計・・他の医療機関や調剤薬局の合計金額を入力 

② 他一部負担入力・・他の医療機関や調剤薬局の負担額を１日ずつ入力 

 

※同月内では両方で入力することは出来ません。いずれかの方法で登録を行います。 

 

２．「他一部負担入力」で確認すると既に上限まで（この場合 2500 円）自院で請求しています。 
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＜注意＞  

※後から「他一部負担額」を登録しても、自院分の再計算は行われません。 

 ２１ 診療行為 にて再会計を行って下さい 

必要です。 

なります。 

 

３.「他一部負担入力」または「他一部負担累計」のいずれかの方法で他医療機関の一部負担額を 

登録します。 

※登録後に「他一部負担入力」にて確認すると下記のような表示になります。 

 

例）12/1 に調剤薬局で 480円の支払いが行われていた場合 

 

【他一部負担入力から登録した場合】 

他院歴（この場合 R5.12.1）以降の会計を訂正すると、請求額が修正されます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【他一部負担累計から登録した場合】 

他一部負担累計を登録した後に訂正した会計について、請求額が修正されます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月上限額を超えた

場合は、赤文字で

表示します 



 

＜Point＞  

※月まとめ請求の患者様の場合は、修正後の金額が電子カルテへ反映しますので 

返金処理は必要ありません 

４． ２１ 診療行為  にて請求額の修正を行う診療日を訂正します 

※会計の修正方法についてはマニュアル「診療行為」（診 14 ページ～）をご参照下さい。 

 

５． 訂正時の請求確認画面にて、下記のように差額の計算を自動で行います 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※外来の患者様で訂正日に返金を行う場合は、 一括返金（Ｆ９） を押します。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※外来の患者様で後日返金を行う場合は、 ２３ 収納 にて返金処理を行います。 

 

 

 

 

※返金処理についてはマニュアル「収納登録」（収 5 ページ）をご参照下さい。 

次の診療日に返金額を相殺する方法（収 7 ページ）、返金額のみの領収書発行方法（収 6 ページ）、 

処理日（収納日報にあがる日）の変更方法は（収 18 ページ）をご参照下さい。 

  

 

「一括返金」を押すと返金額に

金額が表示されます。 

登録を押すと返金済みとして

処理されます。 


